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加速度的な少⼦化が進んでいます！
保育所の利⽤率が2025年にピークを
迎え、保育所の利⽤率が下がります

深刻な少⼦化が進む過疎地域では
就学前施設 (幼稚園・保育園）が
存続の危機に・・・

都市部でも利便性や保育環境が
悪い園は、定員割れから経営難
になることが予⾒される

統廃合を含む、
施設の再編が不可⽋に！



ソリューションとしての社会福祉連携推進法人
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2024年の最新統計によると、出⽣数は70万⼈を割ると⾒込まれます。
10年間で約25％減少、保育業界はこの流れの中どう⽣き残り、質を確保するか。
保育を取り巻く環境変化

• 深刻な少⼦化
• 保育⼈材不⾜
• 縦割り、過渡的な制度
• 需給地域間格差拡⼤
• 求められるサービスの多
様化

• 円安進⾏による物価⾼

事業者が受ける影響
• 全国的に定員割れ
• ⼈材確保コスト上昇
• 新制度移⾏へのリスク
• 事業運営危機
• ニーズへの対応
• 運営コストの増加







法人の垣根を超え、全国に広がるあたらしい保育アライアンス

北は北海道から、南は沖縄までの地域において
社会福祉法⼈、学校法⼈、株式会社、認定NPO
など多様な法⼈格が運営する
認可園、こども園、⼩規模、企業主導、療育、
病児ほか
上場企業、⾃治体採⽤サプライヤーも加わり
属性や⼤⼩に捉われることなく、今までにない
法⼈として皆で「あたらしい保育」の
イニシアチブを⽬指します。

239施設、
定員11971⼈、職員数4965名

※1

※1 申請⼿続き中の法⼈も含む





連携推進法⼈が従来の業界団体と⼤きく違うのが、参画法⼈がその垣根を越えて「⼀つ」の法⼈として事業を推進する形態です。もちろん法⼈形態そのも
のが初めての試みであり、机上で想定されるようにスムーズに事業を進捗させるには様々なハードルが予⾒されます。そこでサポーター企業様のお⼒をお
借りして、名実ともに施設運営法⼈とサービス供給企業が連携して「あたらしい保育」をつくって⾏くのが本法⼈の⽬標です。

各法⼈が持つ様々な成功事例や特徴を
社員法⼈メンバーで共有することによ
り「保育の質」の向上へ


